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（参考）経済対策について

⚫ 令和5年11月2日に閣議決定された経済対策にて、「中小企業等の人手不足対応・
生産性向上への支援」を政策の１つとしてかかげている。

（参考）内閣府資料「総合経済対策 政策ファイル」より抜粋
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（参考）人手不足に関する経済産業省の施策①

⚫ 経済産業省では、令和5年度補正予算事業「中小企業省力化投資補助事業」により、
人手不足に悩む中小企業等の省力化投資への支援を行うこととしている。

（参考）予算PR資料
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（参考）人手不足に関する経済産業省の施策②

⚫ また、「ものづくり・商業・サービス補助金」については、新たに「省力化（オーダーメイド）
枠を設け、生産プロセス等の省力化に必要な設備投資等を支援していく予定。

（参考）「ものづくり・商業・サービス補助金」チラシ（一部抜粋）

活用イメージ

省力化
（オーダーメイド）枠

熟練技術者が手作業で
行っていた組立工程に、
システムインテグレー
タ（Sier）と共同で開
発したAIや 画像判別技
術を用いた自動組立ロ
ボットを導入し、完全
自動化・24時間操業を
実現。組立工程におけ
る 生産性が向上すると
ともに、熟練技術者は
付加価値の高い業務に
従事することが可能と
なった。
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効果的な省力化投資を行うために

⚫ 効果的な省力化投資を行うためには、自社において省力化すべき対象業務や導入すべ
き省力化手法を明確にする必要があるが、そのためにはまず製造現場で行われている業
務の実態を明らかにする必要がある。

⚫ 経営者が製造現場で行われているすべての業務の実態を把握するのは困難であり、より
正確に現場の実態を明らかにするためには、現場で働いている担当者が現場の実態を
明らかにして経営者に共有する形が望ましい。

経営者 経営者

現場

実態確認

現場

実態共有

✓ 多数の業務を経営者が順に確認していくのは非効率的。
✓ 現場のすべてを十分に確認することが困難で、正確な実
態が把握できないおそれがある。

✓ 各現場担当者が効率的に実態を共有。
✓ 現場で実際に働く担当者からの情報により、
より正確な実態把握が可能。
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論点①：製造現場の実態把握の方法について

⚫ 「現場で働いている担当者が現場の実態を明らかにして経営者に共有する」ことが実践
される企業となるためには、以下の２つが必要ではないか。

１．現場からの意見を吸い上げる場（システム）

２．現場からの意見を元に改善を実践する仕組み

⚫ 上記１の「意見を吸い上げる場」として今回のワークショップの手法を活用できるので
はないか。

⚫ また、今回のワークショップ手法は、業界を問わず幅広いものづくり現場で活用できるも
のではないか。

⚫ 企業のみで上記１、２を設けることが難しい場合は、適切な第三者（業界団体や支
援機関）が、今回のワークショップ手法の活用等により、意見を吸い上げる場作りや改
善の実践等についてサポートすることが有効ではないか。
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論点②：業務プロセス可視化後のAI活用について

⚫ ものづくり中小企業の現場において、さらなる省力化を進めるためには、 AI等の新たな
技術を活用し、より複雑な作業についてもデジタル化を検討していく必要があるのでは
ないか。（例：複雑な業務工程の管理）

⚫ そのためには、業務プロセスの可視化を通じて、AIを活用すべき現場の課題を明確にす
る必要があるのではないか。

AI等の新たな技術を活用し、より複雑な作業についても省人化を検討
例：複雑な業務工程の管理
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